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「白山市デジタル田園都市構想総合戦略（新総合戦略）」の策定に向けた市民アンケート調査結果【概要版】 

１．アンケート実施概要 

・調査目的 令和２年に策定した「第２期白山市総合戦略」の取り組みの評価とともに、仕事や定住、結

婚・出産・子育て環境等に関する市民ニーズ・意見を把握し、「白山市デジタル田園都市構

想総合戦略（新総合戦略）」策定の基礎的資料とすることを目的として実施 

・調査対象 白山市在住の 20～39歳の方々から無作為抽出 

・調査方法 ハガキの郵送による依頼（WEB フォームの URL の２次元バーコードを掲載）、WEB フォーム

による回答 

・調査期間 令和６年９月 20日（金）～10月７日（月）まで 

・配布・回収 

調査年 配布数 回収数 回収率 調査方法 

今回調査（R6） 2,000名 382名 19％ 郵送による依頼・WEBによる回答 

前回調査（R1） 2,000名 465名 23％ 郵送による依頼・回収 

前々回調査（H27） 2,000名 539名 27％ 郵送による依頼・回収 

 

２．アンケート結果の概要 

１）回答者自身のことについて 

問１ 

①性別 

②年齢 

③世帯 

④住まいの

地域 

◇男女比は１：２となっています〔R1と大きな違いはありません〕。 

◇年齢は、30 代が全体の約７割を占めています〔R1 と比べ「20～24 歳」が減少、「35～

39歳」が増加〕。 

◇世帯は、「２世代世帯」が 67％、「自分と配偶者のみ」が 12％となっています〔R1と比

べ「３世代世帯」が減少〕。 

◇住まいは、「松任」が 51％、「鶴来」が 25％で、「美川」が 13％、白山ろく地域は合わ

せて 12％となっています〔R1と比べ「松任」が増加〕。 

【性別】     【年齢】      【世帯】     【住まいの地域】 

 

※パーセンテージは小数第１位を四捨五入しているため、構成比の合計は必ずしも 100％に一致しません。 

※〔 〕内のコメントは、アンケート調査結果報告書本編に掲載のグラフより（以下、同様） 

 

２）仕事について 

問２ 

現在の 

就業状況 

◇「仕事をしている（または、もうすぐ仕

事に就くことが決まっている）」が全体

の 87％を占めています〔R1と同様〕。 

◇仕事をしている割合は、女性は男性より

11ポイント低くなっています。 

 

問３① 

就業形態 

＊仕事をして

いる方のみ対

象 

◇全体では「正社員・正規職員」が 73％、

「パートタイム・アルバイト・非常勤」

が 17％となっています〔R1と同様〕。 

◇女性は「パートタイム・アルバイト・非

常勤」が 24％で、男性より 19ポイント

高くなっています。 

 
＊1％未満は数値を省略 

問３② 

職業 

＊仕事をして

いる方のみ対

象 

◇全体では「専門的・技術的職業

（医師、教師、看護師等）」が

29％、「販売・サービス業」が

23％、「事務職」が 21％を占めて

います〔R1と同様〕。 

◇女性は「専門的・技術的職業」「事

務職」「販売・サービス業」が男

性より高く、男性は「生産工程従

事者」などが女性より高くなっ

ています。 

 

問３③ 

勤務先 

＊仕事をして

いる方のみ対

象 

◇「県内の他市町」が 56％で最も多く、「白山市内」が 41％で、R1よりやや低くなって

います。 

◇松任地域、白山ろく地域では「白山市内」が約５割と多く、美川地域、鶴来地域では

約３割と少なくなっています。白山ろく地域の白山市内の内訳では、同じ白山ろく地

域が多く占めています。 

【勤務先（左：過去調査との比較、右：地域別比較）】 
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２）仕事について 

問３④ 

現在の会社

を選んだ理

由や就職に

際して重視

するもの 

＊仕事をして

いる方のみ対

象 

◇「仕事内容が魅力的、自分に合っている」「安定性がある」が多く、R1と大きな違いは

ありません。 

◇男女相互による比較では、男性は「将来性がある」、女性は「希望の勤務時間や曜日で

働ける」「福利厚生が充実している」がより高くなっています。 

【就職に際して重視するもの（左：過去調査との比較、右：男女別比較）】 

 
＊「好きな仕事ではないが、仕方なく」は R6 の新規選択肢               ＊複数回答のため合計は 100%を超える。 

問３⑤ 

現在の会社

での就業意

向 

＊仕事をして

いる方のみ対

象 

◇「今後も働き続ける予定である」が 60％を占め、「転職・退職する可能性がある」は

26％となっており、R1と大きな違いはありません。 

◇男性は「今後も働き続ける予定である」が 68％で、女性より高くなっています。 

【就業意向（左：過去調査との比較、右：男女別比較）】 

  

 

 

問４ 

働いていな

い理由 

＊仕事をして

いない方のみ

対象 

◇男性は「学生のため」、女性は「専

業主婦・主夫のため」「子どもが小

さいため」「育児や子どものサポー

トで時間がないため」が多く、家事・

育児を女性が担っている家庭が多

いことが窺えます。 

 
＊複数回答のため合計は 100%を超える。 

問５ 

コワーキン

グスペース

の利用状況 

＊今回新設 

 

 

問６ 

市内にコワ

ーキングス

ペースがあ

った場合の

利用意向 

＊今回新設 

◇「よく利用している」「利用したことがある」合わせて４％と少ない状況です。 

◇市内にコワーキングスペースがあった場合の利用意向としては、「利用したい」「条件

があえば（料金、立地等）利用したい」合わせて 40％で、潜在的なニーズはあると考

えられます。 

       【利用状況】             【利用意向】
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３）定住について 

問７ 

居住年数 

◇「20年以上」が 29％で最も多いものの、

R1 より低くなっており、転入者が増え

ていることが窺えます。 

 
◇白山ろく地域では「20 年以上」が 62％

と多く、９年以下が合わせて 26％と少

ないことから、転入者が少ないことが窺

えます。 

 

問８ 

現在の場所

に居住した

時期 

◇「他の市町村から転入し今の場所に住ん

でいる」が 58％で、R1より 21ポイント

高く、転入者が増えていることが窺えま

す。 

 

問９ 

現在の場所

に居住した

主な理由 

＊市内で転居

または市外か

ら転入した方

のみ対象 

◇「通勤や通学などの利便性に魅力を感じ

て」が 25％で最も多く、R1 より高くな

っており、白山市の魅力による転居が増

えていることが窺えます〔特に松任地域

で高くなっています〕。 

 

問 10 

白山市の住

み良さ 

◇「住み良い」「まあまあ住み良い」合わせて 81％を占め、R1よりやや高くなっていま

す。特に松任地域、鶴来地域で評価が高く、白山ろく地域では「若干住みにくい」「住

みにくい」合わせて 28％となっています。 

【住み良さ（左：過去調査との比較、右：地域別比較）】 

 

問 11 

白山市での

定住意向 

◇「住んでいると思う」が 61％で、R1 と

大きな違いはありません。 

〔白山ろく地域では「市内の便利な所へ転

居していると思う」が他の地域より高く

なっています。〕  

 

問 12 

住み続ける

理由 

＊定住意向の

ある方のみ対

象 

◇「生活・住環境が良いから」「買い物が便利だから」などが R1より高く、「親や親族が

住んでいるから」などは R1より低くなっています。 

◇白山ろく地域では「自然が豊かだから」が多く挙げられています。 

【全体集計】           【地域別集計（1～3位のみ）】 

 
＊複数回答のため合計は 100%を超える。 

問 13 

転居・転出

の理由 

＊市内で転居

または市外へ

転出する意向

のある方のみ

対象 

◇「交通が不便だから」が 40％で、R1と同様に最も多くなっています。次いで「買い物

が不便だから」が 34％、「勤務地（通学）が遠いから」が 26％となっています。 

◇白山ろく地域では、「買物が不便だから」「勤務地（通学）が遠いから」が他の地域より

高くなっています。 

【全体集計】          【地域別集計（1～3位のみ）】 

 

＊複数回答のため合計は 100%を超える。 
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3%

32%

18%

7%

55%

15%

0% 20% 40% 60%

自分にあう仕事（職場）があるから

商売や事業経営に便利だから

勤務地（通学）が近いから

交通が便利だから

買い物が便利だから

生活・住環境が良いから

災害が少なく安全だから

医療や福祉面が充実しているから

教育環境が充実しているから

娯楽や余暇を過ごす場が充実しているから

楽しいイベントや行事が多いから

老後の生活に不安がないから

自然が豊かだから

住んでいる人が良いから

家庭の事情等でやむを得ず住んでいる

親や親族が住んでいるから

その他

R6(n=232)

R1(n=263)

H27(n=316)

23%

6%

26%

40%

34%

15%

8%

13%

15%

23%

17%

13%

13%

21%

22%

9%

40%

48%

26%

12%

7%

9%

7%

26%

12%

14%

9%

17%

15%

8%

30%

33%

33%

7%

3%

17%

7%

25%

8%

8%

17%

27%

0% 20% 40% 60%

自分にあう仕事（職場）が市内にないから

商売や事業経営に不利だから

勤務地（通学）が遠いから

交通が不便だから

買い物が不便だから

生活・住環境が悪いから

災害や交通事故などが不安だから

医療や福祉面が不安だから

子どもの教育上の問題から

娯楽や余暇を過ごす場が少ないから

各種の行事等が多すぎてわずらわしいから

老後の生活が不安だから

転居（転出）先に親や親族が住んでいるから

その他

R6(n=53)

R1(n=58)

H27(n=60)

 1 位 2 位 3 位 

全体 

(n=232) 

生活・住環境

が 良 い か ら

【47%】 

買い物が便利だから／自然が豊

かだから／親や親族が住んでい

るから【33%】 

松任地域 

(n=118) 

生活・住環境

が 良 い か ら

【54%】 

買い物が便利

だから【52%】 

交通が便利だ

から【34%】 

美川地域 

(n=30) 

親や親族が住

んでいるから

【43%】 

生活・住環境

が良いから

【37%】 

自然が豊かだ

から【30%】 

鶴来地域 

(n=60) 

生活・住環境

が 良 い か ら

【48%】 

自然が豊かだ

から【43%】 

親や親族が住

んでいるから

【30%】 

白山ろく地域 

(n=24) 

自然が豊かだ

から【58%】 

親や親族が住

んでいるから

【46%】 

住んでいる人

が良いから

【29%】 

 

 1 位 2 位 3 位 

全体 

(n=53) 

交通が不便だ

から【40％】 

買い物が不便

だから【34％】 

勤務地（通学）

が遠いから 

【26％】 

松任地域 

(n=26) 

自分にあう仕事（職場）が市

内にないから／交通が不便だ

から【23％】 

買い物が不便

だから

【19％】 

美川地域 

(n=4) 

交通が不便だ

から【75％】 

災害や交通事故などが不安だ

から／各種の行事等が多すぎ

てわずらわしいから【50％】 

鶴来地域 

(n=14) 

交通が不便だ

から【43％】 

買い物が不便だから／娯楽や

余暇を過ごす場が少ないから

【36％】 

白山ろく地域 

(n=9) 

買い物が不便

だから【78％】 

勤務地（通学）が遠いから／

交通が不便だから【67％】 

 

９年以下 



4 

 

問 14 

白山市に対

する愛着 

◇「愛着を感じる」「まあまあ愛着を感じる」合わせて 67％で、R1よりやや低くなってい

ます。 

◇美川地域は「どちらともいえない」が 40％で、他の地域より高くなっています。 

【愛着（左：過去調査との比較、右：地域別比較）】

 

問 15① 

白山市の移

住・定住に

関する奨励

金・助成金

の受給有無 

＊今回新設 

◇「受けた（現在受けている）」が 33％を占

めています。 

 

問 15② 

移住先とし

て選ばれる

ために最も

効果的な施

策 

＊今回新設 

◇「子育て支援策を充実させる」

が最も多く、「移住（転入）し

たときに、奨励金を出す」は

８％となっています。 

 

 

４）結婚・出産・子育てについて 

問 16 

結婚の有無 

 

 

問 17 

結婚の意向 

＊独身または結

婚していたが今

はしていない方

（これらを合わ

せて、以下「独

身等」という）

のみ対象 

◇「独身」は 37％〔男性 48％、女性 31％〕で、R1 より低くなっています（回答者の年

齢層が高くなった影響もあると考えられます）。 

〔白山ろく地域では「独身」が 60％で、他の地域より高くなっています。〕 

◇独身等のうち、「今のところ結婚するつもりはない」が 51％で、R1 より高くなってい

ます。 

【結婚の有無】         【結婚の意向（独身等のみ）】 

 

問 18 

現在独身で

いる理由 

＊独身等の方

のみ対象 

◇「良い相手にまだめぐり合わないから」が 49％で、R1、H27 と同様に最も多く挙げら

れています。 

◇女性は「定職についていないから」が 14％で、男性より９ポイント高くなっています。 

【現在独身でいる理由（左：過去調査との比較、右：今回の男女比較）】 

 

＊複数回答のため合計は 100%を超える。 

24%

29%

43%

47%

24%

16%

5%

7%

5%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6(n=382)

R1(n=443)

愛着を感じる まあまあ愛着を感じる どちらともいえない

あまり愛着を感じない 愛着を感じない 24%

12%

27%

29%

45%

34%

45%

38%

19%

40%

23%

24%

5%

8%

3%

10%

7%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

松任地域

(n=195)

美川地域

(n=50)

鶴来地域

(n=95)

白山ろく地域

(n=42)

愛着を感じる まあまあ愛着を感じる どちらともいえない

あまり愛着を感じない 愛着を感じない

受けた（現在

受けている）

33%

受けていない

47%

受ける予定、ま

たは今後受けた

いと思っている

4% わからない

16%

(n=382)

子育て支援策を

充実させる

46%

バスや電車などの公共交通を

利用しやすい環境を整備する

17%

日常の買い物がしやすい

住環境を構築する

15%

移住（転入）したときに、

奨励金を出す

8%

特色ある小中学校教育

を充実させる

5%

移住先は、土地の価格や住環境

で決めるので、奨励金などの市

の施策は、気にならない

5%

介護福祉サービス

を充実させる

2%

(n=382)

37%

48%

34%

2%

1%

3%

61%

51%

63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6(n=382)

R1(n=447)

H27(n=521)

独身

結婚していたが今はしていない（離別・死別含む）

結婚している（または、もうすぐ結婚することが決まっている）

49%

68%

69%

51%

32%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6(n=150)

R1(n=220)

H27(n=189)

いずれ結婚するつもり 今のところ結婚するつもりはない

17%

31%

25%

29%

31%

49%

23%

19%

9%

0%

10%

26%

5%

13%

30%

22%

31%

33%

46%

19%

12%

7%

1%

6%

21%

5%

15%

17%

21%

23%

20%

65%

16%

18%

2%

0%

9%

29%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

結婚するにはまだ

若すぎるから

結婚する必要性を

まだ感じないから

今は仕事（学業）に

専念したいから

今は趣味や娯楽を

楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

良い相手にまだ

めぐり合わないから

異性とうまく

付き合えないから

結婚資金が足りないから

結婚生活のための住居の

目途が立たないから

親や周囲が結婚に

同意しないから

定職についていないから

十分な収入がないから

その他

R6(n=150)

R1(n=218)

H27(n=128)

20%

30%

26%

28%

31%

51%

25%

21%

5%

0%

5%

23%

3%

14%

33%

24%

32%

31%

49%

24%

19%

12%

0%

14%

28%

7%

0% 20% 40% 60% 80%

結婚するにはまだ

若すぎるから

結婚する必要性を

まだ感じないから

今は仕事（学業）に

専念したいから

今は趣味や娯楽を

楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

良い相手にまだ

めぐり合わないから

異性とうまく

付き合えないから

結婚資金が足りないから

結婚生活のための住居の

目途が立たないから

親や周囲が結婚に

同意しないから

定職についていないから

十分な収入がないから

その他

男性(n=61)

女性(n=85)



5 

４）結婚・出産・子育てについて 

問 19 

子どもの有

無・現在の

子どもの数 

＊子どもの数

は子どもがい

る方のみ対象 

◇子どもが「いる」は 51％となっており、R1と大きな違いはありません。 

◇子どもの数は「２人」が 43％、「１人」が 38％で、R1と大きな違いはありません。 

【子どもの有無】                      【子どもの数】 

 

問 20 

理想的な子

どもの数 

 

問 21 

希望する数

の子どもを

持つことが

で き た か

（現状との

比較） 

◇「２人」が 45％、「３人」が 30％で、R1と大きな違いはありません。 

◇希望する数の子どもを「持つことができていない」が 61％、「持つことができた（また

は、今後持つことができる見込みである）」が 39％となっています。 

【理想的な子どもの数（左：過去調査との比較、右：現状との比較）】 

  

問 22 

希望する子

どもの数よ

り少なくな

る場合の原

因 

＊持つことが

できていない

方のみ対象 

◇「子育てや教育にお金がか

かりすぎるから」が 69％

で、R1、H27と同様に最も

多くなっています。次いで

「収入が不安定だから」、

「年齢や健康上の理由で

妊娠・出産が難しいから」

となっています。 

 

 

＊複数回答のため合計は 100%を超える。 

＊「収入が不安定だから」は R6 の新規選択肢、「すでに希望する数の子どもを授かってい

る」は R1、H27 のみの選択肢 

 

問 23 

結婚・出産

前後におけ

る仕事の状

況 

＊結婚してい

る方／子ども

がいる方のみ

対象 

◇結婚の前後では、男性は「結婚前の仕事を続けた」が 87％を占めるのに対し、女性は

62％で男性より 25ポイント低く、「仕事をやめた」が 13％となっています。 

◇R1と比べて結婚の前後では大きな違いは見られませんが、出産の前後では女性の「出

産前の仕事を続けた」が 13ポイント高くなっており、出産後も仕事を続けられる環境

が向上していることが窺えます。 

【結婚の前後】            【出産の前後】 

 
＊1％未満は数値を省略。グラフ中の男性・女性は、回答者及びパートナー（結婚している場合）の性別を示す。 

問 24 

職場で導入

してほしい

制度 

◇「子育て費用の助成・手当て」が 54％で R1、H27と同様に最も多くなっています。次

いで「欠員をカバーする側の社員への手当」、「子の病気やケガによる看護休暇取得の

推奨」となっています。 

◇男女相互による比較では、男性は「男性の育児休業取得の推奨」「フレックスタイム制

度の導入」、女性は「子の病気やケガによる看護休暇取得の推奨」「短時間勤務制度の

導入」が高くなっています。 

【職場で導入してほしい制度（左：過去調査との比較、右：男女比較）】 

    
＊複数回答のため合計は 100%を超える。 

＊「子の病気やケガによる看護休暇取得の推奨」「欠員をカバーする側の社員への手当」は R6 の新規選択肢 

51%

46%

57%

49%

54%

43%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6(n=382)

R1(n=425)

H27(n=508)

いる いない

38%

40%

43%

44%

17%

13%

2%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6(n=188)

R1(n=195)

1人 2人 3人 4人 5人

11%

7%

5%

10%

8%

4%

45%

47%

47%

30%

33%

39%

3%

2%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6(n=382)

R1(n=439)

H27(n=513)

子どもはいらない １人 ２人 ３人 ４人 ５人 それ以上

持つことができ

た（または、今

後持つことがで

きる見込みであ

る）

39%

持つことがで

きていない

61%

(n=339)

69%

27%

9%

21%

5%

13%

25%

12%

24%

7%

15%

8%

14%

2%

8%

59%

7%

21%

3%

8%

26%

10%

25%

7%

11%

6%

12%

4%

3%

12%

67%

8%

19%

4%

7%

23%

11%

18%

6%

8%

7%

19%

4%

3%

15%

0% 20% 40% 60% 80%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

収入が不安定だから

家が狭いから

自分やパートナーの仕事（勤めや家業）に差し支えるから

子どもがのびのび育つ環境ではないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

年齢や健康上の理由で妊娠・出産が難しいから

今いる子どもに手がかかるから

欲しいけれども授からないから

パートナーが望まないから

家事・育児の協力者がいないから

保育所などの子どもの預け先がないから

行政等の子育て支援が十分でないから

末子が親の定年退職までに成人して欲しいから

その他

すでに希望する数の子どもを授かっている（R1,H27）

R6(n=204)

R1(n=407)

H27(n=465)

87%

62%

93%

65%

91%

61%

9%

15%

6%

15%

8%

11%

4%

8%

4%

4%

13%

14%

19%

2%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=222)

女性(n=223)

男性(n=209)

女性(n=209)

男性(n=305)

女性(n=306)

R6
R1

H2
7

結婚前の仕事を続けた 仕事を変えて働き続けた
新たに就職した 仕事をやめた
もともと仕事はしていない その他

85%

51%

84%

38%

84%

38%

10%

17%

13%

12%

14%

11%

4%

8%

2%

9%

3%

6%

20%

31%

32%

3%

7%

9%

2%

4%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=186)

女性(n=191)

男性(n=193)

女性(n=196)

男性(n=275)

女性(n=281)

R
6

R
1

H
2
7

出産前の仕事を続けた 仕事を変えて働き続けた
新たに就職した 仕事をやめた

もともと仕事はしていない その他

7%

15%

23%

21%

22%

15%

13%

54%

4%

7%

14%

27%

28%

4%

3%

7%

15%

28%

20%

23%

15%

12%

49%

7%

21%

15%

2%

8%

4%

16%

22%

14%

29%

14%

13%

56%

8%

31%

7%

3%

7%

0% 20% 40% 60%

妊娠中・出産後の相談窓口の設置

独自の休暇制度の創設

男性の育児休業取得の推奨

育児休業期間中の代替要員の確保

短時間勤務制度の導入

フレックスタイム制度の導入

ノー残業デーの導入や残業の少ない勤務形態

子育て費用の助成・手当

勤務地などの限定制度の導入

年次有給休暇取得の推奨

在宅勤務の導入

子の病気やケガによる看護休暇取得の推奨

欠員をカバーする側の社員への手当

特にない

その他

R6(n=335)

R1(n=342)

H27(n=407)

5%

22%

33%

17%

15%

23%

14%

48%

7%

7%

15%

15%

28%

4%

4%

8%

11%

18%

23%

25%

11%

13%

57%

3%

8%

14%

33%

28%

3%

3%

0% 20% 40% 60%

妊娠中・出産後の相談窓口の設置

独自の休暇制度の創設

男性の育児休業取得の推奨

育児休業期間中の代替要員の確保

短時間勤務制度の導入

フレックスタイム制度の導入

ノー残業デーの導入や残業の少ない勤務形態

子育て費用の助成・手当

勤務地などの限定制度の導入

年次有給休暇取得の推奨

在宅勤務の導入

子の病気やケガによる看護休暇取得の推奨

欠員をカバーする側の社員への手当

特にない

その他

男性(n=109)

女性(n=222)
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問 25 

白山市の出

産・子育て

環境 

◇出産環境は「出産しやすい環境にある」「どちらかといえば出産しやすい環境にある」

合わせて 79％を占めています〔松任地域、鶴来地域が８割以上、美川地域、白山ろく

地域が約７割〕。 

◇子育て環境は「全体として子育てしやすい環境にある」が 65％を占めています。 

【出産環境】              【子育て環境】 

 

問 26 

結婚・出産・

子育て支援

として充実

すべき施策 

◇「小学校給食費や保育

所・こども園等の副食費

の無償化」「妊産婦への

経済的支援の拡充」「保

育所、こども園、放課後

児童クラブなどの預か

りサービスの充実」が多

く挙げられています。 

◇R1、H27で上位だった「乳

幼児医療費や保育料の

負担軽減などの経済的

支援の充実」は優先順位

が下がり、取り組みの成

果が窺えます。 

〔独身の男性は「結婚に対

する支援（出会いの場の

創出など）」、独身の女性

は「妊産婦への経済的支

援の拡充」、結婚してい

る人は男女ともに「小学

校給食費や保育所・こど

も園等の副食費の無償

化」が最も多くなってい

ます。〕 

【全体集計】 

 
＊複数回答のため合計は 100%を超える。 

＊「小学校給食費や保育所・こども園等の副食費の無償化」「病気を抱える児童に対する保

育の充実」「通学のための交通手段（スクールバスや通学時間帯向けの路線バス）の充

実」は R6 の新規選択肢 

５）白山市のまちづくりについて 

問 27 

人口の維持 

・増加に向

けて充実す

べき施策 

◇「空き家バンク等の住宅情報の提

供体制の整備」「お試し滞在住宅や

移住者への住宅助成制度の充実」

「温泉やスキー場などの観光資源

を活かした観光イベントの充実」

が多く挙げられています。 

◇白山ろく地域では「温泉やスキー

場などの観光資源を活かした観光

イベントの充実」が他の地域より

高くなっています。 

【全体集計】 

 
＊複数回答のため合計は 100%を超える 

【地域別集計（1～3位のみ）】 

 

全体として子

育てしやすい

環境にある

65%
乳幼児期の子育

てはしにくい環

境にある

12%

学童期の子育て

はしにくい環境

にある

13%

全体として子

育てしにくい

環境にある

10%

(n=382)

15%

31%

7%

18%

21%

39%

10%

29%

9%

6%

21%

8%

8%

4%

20%

18%

4%

16%

30%

7%

19%

33%

11%

34%

8%

25%

10%

32%

7%

24%

8%

13%

30%

4%

16%

58%

15%

33%

6%

25%

10%

29%

4%

25%

4%

0% 20% 40% 60%

結婚に対する支援（出会いの場の創出など）

妊産婦への経済的支援の拡充

妊娠・出産に関する情報提供

不妊治療への経済的支援の拡充

乳幼児医療費や保育料の負担軽減などの

経済的支援の充実

小学校給食費や保育所・こども園等の

副食費の無償化

小児医療対策の充実や子どもの健康づくりへの支援

保育所、こども園、放課後児童クラブなどの

預かりサービスの充実

病気を抱える児童に対する保育の充実

ファミリーサポートセンター等の

子育て支援サービスの充実

児童館・公園等の子どもの遊び場の充実

幼児教育や学校における教育の充実

地域住民による見守り等の子どもが

健全に育つ安心・安全な地域づくり

子育てに関する相談体制の充実

奨学金制度の拡充など教育費に対する支援の充実

通学のための交通手段（スクールバスや

通学時間帯向けの路線バス）の充実

その他

R6(n=382)

R1(n=409)

H27(n=483)

21%

31%

32%

12%

12%

30%

27%

23%

26%

14%

12%

9%

28%

28%

28%

15%

12%

26%

24%

29%

26%

12%

17%

10%

23%

26%

31%

10%

13%

24%

23%

24%

35%

10%

14%

11%

0% 10% 20% 30% 40%

国内外に向けた白山市の魅力のPR充実

お試し滞在住宅や移住者への

住宅助成制度の充実

空き家バンク等の住宅情報の

提供体制の整備

移住や交流に関する

専門相談窓口の整備

白山手取川ジオパークや豊かな自然を

活かした各種ツーリズムの推進

温泉やスキー場などの観光資源を

活かした観光イベントの充実

食をテーマとした各種イベントの充実

UJIターン希望者と市内企業との

マッチング支援などによる雇用の確保

本社機能の企業誘致による

新たな雇用の創出

地元大学などへの進学の促進

新規高卒者や大卒者を対象とした

市内企業説明会などの開催

その他

R6(n=382)

R1(n=427)

H27(n=492)

出産しやすい

環境にある

15%

どちらかといえ

ば出産しやすい

環境にある

64%

どちらかといえ

ば出産しにくい

環境にある

18%

出産しにくい

環境にある

3%

(n=382)

 1 位 2 位 3 位 

全体 
(N=382) 

空き家バンク等の住宅情報
の提供体制の整備【32％】 

お試し滞在住宅や移住者への
住宅助成制度の充実【31％】 

温泉やスキー場などの観光資源を
活かした観光イベントの充実

【30％】 

松任地域 
(N=195) 

食をテーマとした各種イベ
ントの充実【31％】 

お試し滞在住宅や移住者への住宅助成制度の充実／空き家バンク等
の住宅情報の提供体制の整備／温泉やスキー場などの観光資源を活
かした観光イベントの充実／本社機能の企業誘致による新たな雇用

の創出【29％】 

美川地域 
(N=50) 

空き家バンク等の住宅情報
の提供体制の整備【36％】 

お試し滞在住宅や移住者への
住宅助成制度の充実【34％】 

本社機能の企業誘致による新たな
雇用の創出【32％】 

鶴来地域 
(N=95) 

空き家バンク等の住宅情報
の提供体制の整備【34％】 

お試し滞在住宅や移住者への
住宅助成制度の充実【31％】 

食をテーマとした各種イベントの
充実【27％】 

白山ろく地域 
(N=42) 

温泉やスキー場などの観光
資源を活かした観光イベン

トの充実【43％】 

空き家バンク等の住宅情報の
提供体制の整備【36％】 

お試し滞在住宅や移住者への住宅

助成制度の充実／UJI ターン希望
者と市内企業とのマッチング支援
などによる雇用の確保【29％】 
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 ５）白山市のまちづくりについて 

問 28 

普及したら

よいと思わ

れるデジタ

ル技術を活

用した施策 

＊今回新設 

◇「市役所での各種手続きがインター

ネット上で行えるシステム」「町内回

覧板に代わるデジタル配信」「スマー

トフォンなどによる遠隔診療」が多

く挙げられています。 

〔松任地域は「町内回覧板に代わるデ

ジタル配信」、白山ろく地域は「スマ

ートフォンなどによる遠隔診療」「予

約に応じてＡＩが効率的な運行ルー

トで配車するデマンド交通」が他の

地域より高くなっています。〕 

 

 

問 29① 

SDGsの認

知度 

◇「具体的な内容まで知っている」「内容

は知らないが名称は聞いたことがあ

る」合わせて 92％で、R1 調査より高

くなっています。 

 

問 29② 

白山市が特

に力を入れ

て取り組ん

で ほ し い

SDGs の 17

のゴール 

＊今回新設 

◇「住み続けられるまちづくりを」「すべ

ての人に健康と福祉を」「質の高い教

育をみんなに」「働きがいも経済成長

も」が多く挙げられています。 

 

 

問 30① 

白山手取川

ジオパーク

の認知度 

＊今回新設 

◇「世界ジオパークに認定されたこと

や、何を指しているか、概ね知ってい

る」「詳しくは知らないが名称は聞い

たことがある」合わせて 93％で、多く

の市民に認知されています〔特に白山

ろく地域での認知度が高くなってい

ます〕。 

 

問 30② 

白山手取川

ジオパーク

の活用のた

めに市が充

実すべき施

策 

＊今回新設 

◇「市民や子どもたちが体験・参加する

機会を充実する」「観光客向けのツア

ーや体験プログラムを充実する」「ジ

オパークの情報を発信する拠点施設

をつくる」が多く挙げられています。 

 

 

10%

8%

15%

8%

24%

20%

8%

46%

2%

32%

21%

12%

6%

9%

15%

20%

3%

0% 20% 40% 60%

子どもたちにＡＩ（人工知能）技術を

紹介する教育

ｅスポーツを実践できる環境の整備

外国人と交流しやすい多言語翻訳

ドローンを活用した買い物支援

スマートフォンなどによる遠隔診療

白山市内でのみ使える

地域デジタル通貨・ポイント制度

３Ｄを活用した災害リスクの可視化や

ＶＲ（仮想現実）による避難シミュレーション

市役所での各種手続きが

インターネット上で行えるシステム

文化財等のデジタルアーカイブ化

（パソコン等で見ることができる環境整備）

町内回覧板に代わるデジタル配信

子どもや高齢者のＧＰＳを活用した見守り

市役所窓口の混雑状況や予想待ち時間を

スマートフォンで確認できるシステム

高齢者向けの特殊詐欺被害防止

予約に応じてＡＩが効率的な運行ルートで

配車するデマンド交通

空き家や賃貸物件を探せるアプリ

市内の小中学校から保護者向けに出される

学校だよりなどのオンライン提供

その他 R6(n=382)

39%

10%

53%

34%

8%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6(n=382)

R1(n=449)

具体的な内容まで知っている

内容は知らないが名称は聞いたことがある

全く知らない

20%

3%

47%

32%

6%

13%

6%

32%

7%

4%

52%

5%

12%

13%

7%

9%

3%

0% 20% 40% 60%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう R6(n=382)

世界ジオパーク

に認定されたこ

とや、何を指し

ているか、概ね

知っている

33%

詳しくは知らな

いが名称は聞い

たことがある

60%

全く知らない

7%

(n=382)

30%

65%

48%

21%

18%

16%

19%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

ジオパークの情報を発信する

拠点施設をつくる

市民や子どもたちが

体験・参加する機会を充実する

観光客向けのツアーや

体験プログラムを充実する

多言語対応を充実する

各スポットの案内誘導サインや

解説板を充実する

デジタルを現実に重ね合わせる

技術（ＡＲ）等を活用し、現地で

体感できるコンテンツをつくる

現地に行かなくても体感できる

デジタルコンテンツをつくり、

魅力を発信する

その他
R6(n=382)


